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【はじめに】 紫外領域に強い励起子発光特性を持つ酸化亜鉛微粒子はその生体安全性から

生物系研究のラベル物質として注目されている．しかし，酸化亜鉛のバンドギャップが広く

励起子発光を起こすためには紫外領域の光照射を行う必要があり，このままでは利用範囲が

限られる．そこで，照射光の波長範囲をより長波長側に広げる目的で，酸化亜鉛に金属微粒

子を担持しプラズマ吸収を利用した励起を検討した．本研究では，生体安全性がある金微粒

子を担持した酸化亜鉛を作成し，その光学特性を測定した． 

 

【実   験】 用いた酸化亜鉛粒子は，ガス中蒸発法で作成した試料（平均粒径 300nm）[1]，

市販の試料（平均粒径 100nm）に加え，ゾルゲル法で作成したナノ粒子試料[2]である．金微

粒子の原料にはHAuCl4をNaOH水溶液に溶解させ，配位子をOHに置き換えたものを使用した．

金担持の反応前後の粒径測定は動的光散乱（ELS-800），粒子の形態は TEM （EM-002B）,

光学特性は可視紫外吸収，分光蛍光光度計および蛍光顕微鏡観察により行った． 

 

【結   果】 無水条件下のゾルゲル法で作成し

た酸化亜鉛粒子は粒径 6 nm 程度で，SAED パタ

ーンからウルツ鉱型の結晶が形成されているこ

とが確認できた(Fig. 1)．また，励起子発光の他，

可視光領域にスペクトル幅が広い発光が見られ

た．作成時 0.2 %含水の場合，粒径は無水の場合

と同程度であるが，励起子発光が見られず，可視

光領域の発光もスペクトル幅が狭くなることが

わかった．  

 Fig. 2 に励起光の波長を変えて照射した際の金担持酸

化亜鉛粒子の発光スペクトルを示す．金担持前は 375nm 

の励起子発光が支配的であったが，金担持後は 500nm 近

傍のブロードな発光が支配的となった．この発光はバン

ド間に形成された酸素欠陥準位によるものとされる[3]． 
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Fig. 2 Emission spectrum of 
Au/ZnO particles. 

Fig. 1  TEM image and SAED pattern of sol-gel 
ZnO particles. 
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